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○雇用の受け皿会社・ウジエクリーンサービ
スの設立

ウジエクリーンサービスの業務内容は、店
舗の清掃や店舗から排出されるごみの運搬な
ど。以前は外部の事業者に委託していた仕事
が中心で、ウジエスーパーの活動を陰から支
えている。
この会社設立には主に２つの要因があっ
た。そのひとつが、業界の競争が熾烈を極め
環境変化著しい中にあっても従業員を極力リ
ストラすることなく、すべての人材が適材適
所で活躍できる場を提供することができない
かという視点。そしてもうひとつが、地域へ
の貢献という思いも込めながら、それまで未
達となっていた障害者雇用促進法（障害者の
雇用等の促進に関する法律）に基づく法定雇
用率（常用雇用労働者の1.8％以上の障害者
を雇用する義務）をクリアするという視点で
ある。２つの異なる雇用の受け皿づくりの検
討からすべては始まった。
スーパーマーケットは仕事の性質上、障害

者の直接採用はむずかしい面が多く、この法
定雇用率を達成するのは必ずしも容易ではな
い。そこで「障害者特例子会社」※として新
会社を設立することを発案した。こうした戦
略的な子会社をつくり、障害者雇用を促進し
ながら、これまで会社の基礎を築いてきたベ
テラン従業員にセカンドステージとしての新
たな働く場も提供することで、若い従業員も
安心して自分の将来を描けるようにという
メッセージを込めた。
そしてウジエクリーンサービスは平成18年

３月の設立とほぼ同時に「障害者特例子会
社」に認定された。宮城県では７年ぶり４社
目の認定であった。前例が少なくそのハード
ルは高かったが、協力者の登場もあって準備
からわずか半年で認定に漕ぎ着けることがで
きた。

○スーパー関連業務の内製化

“親会社の競争優位性を高める黒子とな
る”。会社設立に当たり掲げられたスローガ

雇用の受け皿づくりから地域との共創へ
～エコーガニック with ノーマライゼーション～

株式会社ウジエスーパー／株式会社ウジエクリーンサービス（宮城県登米市）

ほくとう総研

宮城県下有数の米どころ登米市。一面に田園地帯が広がるこの登米市に本拠を構え、
県内で30店舗を運営する㈱ウジエスーパー。本業のスーパーマーケット業の傍ら「エ
コーガニック with ノーマライゼーション」を掲げ、雇用に対する新しい取組みから地
域特性を生かしたオリジナル商品開発に発展させるなど幅広い事業活動を行っている。
その中心を担うのが設立後７年目を迎えた100％出資子会社の㈱ウジエクリーンサー
ビスである。本稿では、両社の取締役で一連の活動の立役者である吉田芳弘氏への取
材をもとに、今日に至るその活動の軌跡を紹介する。

※ 障害者雇用のための環境を整備して一定の要件を満たし厚生労働大臣の認定が得られれば親会社の雇用とみなすと
いう特例に基づいて設立される子会社のこと。
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ンである。清掃や廃棄物の運搬は、スーパー
マーケットの表舞台の仕事ではないが、決し
て欠くことのできない大切なもの。これまで
外注していたこれらの仕事をひとつずつ内製
化し、全体としてのコストダウンを図りなが
ら、雇用の受け皿として設立した新会社の業
務を創出していくという仕組みである。“黒
子”という言葉には文字通り陰から支えると
いう意味と、コストセンターとならず黒字の
子会社になるという意味が込められている。
設立１年目、ウジエクリーンサービスは店
舗の清掃業務からスタートした。営業時間終
了後に行う床清掃、一方で窓清掃は昼間の営
業時間中に行うこととした。ハンディキャッ
プを持っていても新しく採用されて一生懸命
頑張っている、その姿をお客様にも積極的に
見せ理解を深めてもらいながら直接触れ合う
機会を増やそうという試みである。
そして清掃の次に手がけたのが、「環境」
をテーマにした事業である。「環境」は今で
こそ企業の社会的責任という観点でも看過さ
れないものになっているが、当時はまだ地場
企業が積極的に取り組むという機運は弱かっ
た。スーパーマーケットが扱う食品はすべて
自然からのいただきもの。もっと正面から
「環境」に向き合い大事にしていかなければ
ならない。このことを十分に認識することか
ら事業は始まった。具体的には、店舗から毎
日排出される生ごみ、すなわち食品残さ（動
植物性残さ）の処理をこれまでは外注で丸投
げしていたものを、コストダウンを図りなが
らグループとしてきちんと管理し自ら収集運
搬して処分するという方法に切り替えた。

○食品残さリサイクル有機質肥料「無限」の製造

ウジエクリーンサービスの事業開始後２年
が経過した平成20年、食品リサイクル法（食
品循環資源の再生利用等の促進に関する法
律）の改正を機に、ウジエスーパーでも自社
として食品リサイクル率を当時の18％から平

成24年には45％に高めるという目標を掲げた。
どのようにしたらリサイクル率を高めるこ

とができるのか。従来のように収集した食品
残さのほとんどを焼却処分するのではなく、
分別して肥料にできるものは肥料にする、そ
のことでごみの減量化とリサイクル目標を達
成させる。食品残さ肥料化事業のスタートで
ある。県内の環境コンサルタントとメーカー
の協力を得て特許技術を開発、その技術を
使ったプラントにより、食品残さを燃やさず
に酵母菌を使って24時間で完全発酵させ有機
質肥料をつくり、これを再利用し循環させて
いく。
出来上がったウジエクリーンサービスのオ

リジナル肥料は「∞無限」という名前で商標
登録された。365日年中無休のウジエスー
パーの営業活動で店舗からは毎日必ず食品残
さが排出される、これを収集分別し24時間で
ゴミの量を十分の一に減量しながら溜めるこ
となく肥料が毎日尽きることなくつくられ
る、このことから「無限」と命名された。

○地域との共創　農商工連携への発展

かねてからウジエスーパーでは、①地場の
企業として地域へいかに貢献するか、②農家
の元気なくして登米の発展なくこのことにど
う関わるか、③お客様に喜んでもらえる独自
の商品づくり・サービス提供をいかに進めて
いくか、これらのことを強く意識してきた。
そしてこうした強い思いが有機質肥料「無
限」の完成により具体化されることとなった。
登米ブランドの構築と全国への情報発信に

力を入れていた登米市長をはじめ市役所の全
面支援のもと地元農家の協力を取りつけ、平
成20年から米づくりが始まった。本拠地の登
米市の、その中でも米づくりに定評のある地
域の、ウジエスーパーの取組みに賛同した農
家に限定してつくってもらう。提携農家に
「無限」を提供し、化学肥料を一切使用しな
い米づくりである。
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生産された米は、全量ウジエスーパーが買
い取り、プライベートブランド商品「無限の
ぼり米」として販売された。登米の「登る」
「米」という意味に加え、地域の持つ可能性
がこれからも伸び続けていくという思いを込
めて命名された。ほぼ無農薬で手をかけてつ
くられた「無限のぼり米」の品質は予想以上
で、安全、安心、美味を売り物に、反収が低
いことから価格設定を通常米より1.5倍ほど
高くしているにも関わらず、お客様にも好評
で販売は上々となっている。
店舗から排出される生ごみの収集から始ま
り、肥料づくり、米づくり、店頭での販売に
つなげ無限のループが完成した。
そして現在では米だけではなく、地元の野
菜農家に「無限」を提供し、ブロッコリー、
モロヘイヤ、レタス等を栽培してもらい、「無
限かだっぱり野菜」（宮城県の方言でこだわ
りの野菜の意味）として店舗で販売している。
また、平成21年には「無限のぼり米」を使っ
て醸造した吟醸酒を「恋のぼり」と名付けて
販売を開始、さらにその翌年には宮城県産無
農薬大豆を使った味噌を独自につくり「夢の
ぼり」と名付け販売、矢継ぎ早にプライベー
トブランド商品の開発を手掛けていった。
肥料プラント技術の開発から始まって、こ
れら一連の商品づくりやそのデザインパッ

ケージに至るまで、パートナーは徹底して地
元や宮城県内にこだわり、その支援を受け
た。地域の自治体、農家、企業それぞれとの
共創がこうした成果を生み出していった。

○エコーガニック with ノーマライゼーション

平成18年のウジエクリーンサービスの設立
時、一連の事業が明確にイメージされていた
わけではない。ひとつずつ目の前の事柄に対
処していく中で次々と連鎖してたくさんの効
果につなげていった。
・高齢従業員への新たな雇用の場の提供
・障害者雇用の促進（平成24年６月１日現
在の障害者雇用率は2.44％）

・食品リサイクル率の向上（平成23年は
64％を達成）

・地域との共創による環境配慮のオリジナ
ル商品群の開発

・グループとしてのコスト削減の実現
・上記一連の取組みによる業界内での独自
の地歩の確立

グループの環境に関する取組みが評価さ
れ、平成21年、宮城県内で行われるエコな活
動やモノを募集するコンテスト「エコdeス
マイルコンテストinみやぎ」で最優秀賞の
「宮城県知事賞」を受賞。翌年の「ストップ

（出所）ウジエクリーンサービス提供
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温暖化　一村一品大作戦　全国大会2010」に
宮城県代表として出場し、優秀賞と審査員特
別賞「環境ループ笑顔賞」をダブル受賞した。
ウジエグループは現代社会が求める２つの
理想を一連の活動の中で束ねた。そのひとつ
が、地球環境を守る取組み。生ごみを利用し
肥料をつくる「エコ」、その肥料だけで農作
物をつくる「オーガニック」、この流れを「エ
コーガニック」と名付けた。もうひとつは、
地域社会に暮らす人々を守る取組み。高齢者
や障害者など社会的弱者と言われる人達と皆
が助け合いながら普通に暮らしていく「ノー
マライゼーション」の実践。資源を有効利用
し、人の輪をつなぎ、地域とともに歩む「エ
コーガニック with ノーマライゼーション」、
その可能性は無限に広がっている。

○震災後の雇用を巡る動き

ウジエクリーンサービスの事業をさらに飛
躍させようとした６年目の矢先、東日本大震
災が発生、ウジエスーパーは沿岸部の１店舗
を津波で失い、従業員１名が犠牲になり、そ
のほかの従業員も家族や家を失った。仕事ま
でなくしたら何が生きがいになるのか。ウジ
エスーパーは極力従業員を解雇しない方針を
打ち立て、震災翌日から店頭営業を再開した。
そして震災から１年余りが経過。沿岸部復
興の支援基地となっている登米市周辺の雇用
環境は激変した。いわゆる「復興特需」によ
り有効求人倍率は１倍を超え、膨大な土木建
築需要から高単価での建設業での求人が続い
ているという。特需効果は未来永劫続くわけ
ではない。それでも、より高額の所得を求め
ての就職・転職の動きが続いている。そんな
動きも見られる中、今春、大企業の内定を
蹴ってウジエスーパーに就職した大卒者がい
る。これまでの取組みに共鳴しその一員にな
りたい一心からの就職である。

今年２月には、県内岩出山地区に震災後初
めて新規出店を行った。今後さらに２店舗の
出店を計画している。店舗面積はいずれもこ
れまでよりひとまわり大きい600坪で１店舗
当たり100名ほどの新たな雇用が創出される。
障害者雇用の面でも新たな動きが出てい

る。来年４月から障害者雇用の法定雇用率の
算定ベースが変わり基準も1.8％から2.0％に
引き上げられることがこのほど決まった。そ
してさらに精神障害者雇用義務化についても
論じられるようになってきた。
宮城県内で、また業界内でもトップクラス

の雇用率を達成しているウジエグループの対
応は早い。障害者の雇用にあたり円滑に職場
に適応できるよう、どのような仕事が適して
いるかを助言し職場環境の改善・調整等を企
業内で行う第２号ジョブコーチ（職場適応援
助者）の制度を県内で初めて取り入れようと
その準備を始めている。

誰もが毎日口にする食品と誰にも関わる雇
用。そんな誰にとっても生きる上で身近で大
切な事柄に現場で毎日接する。表舞台の綺麗
ごとだけでは済まされない面もたくさんあ
る。そのひとつずつに向き合って光をあてて
いく。地域の新しい価値を創造していく。震
災後、地域との共創の思いをさらに強くして
ウジエグループの活動は続いていく。

（出所）ウジエクリーンサービス提供
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